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資
本
主
義
体
制
に
対
す
る
社
会
主
義
体
制
の
優
越
性
が
今
日
ほ
ど
明
瞭
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
停
滞
し
、

腐
朽
し
、
没
落
へ
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
制
度
に
対
し
て
、
社
会
主
義
の
建
設
に
素
晴
ら
し
い

成
功
を
収
め
つ
つ
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
の
存
在
は
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
最
も
鋭
い
対
照
を
示
し
て
い
る
。

　
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
基
礎
の
上
に
発
展
し
た
世
界
経
済
恐
慌
が
例
外
な
く
す
べ
て
の
資
本
主
義
国
を

強
襲
し
て
い
る
秋



、
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
に
だ
け
は
恐
慌
な
ど
薬
に
し
た
く
も
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
か
え
っ
て
社

会
主
義
経
済
が
巨
人
の
歩
調
で
発
展
し
て
い
る
。
資
本
主
義
諸
国
で
は
近
代
的
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
失

業
者
の
み
で
も
三
千
万
人
を
突
破
し
、
ま
だ
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
の
に
、
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
に
は
一
人
の
失

業
者
も
な
い
ば
か
り
か
か
え
っ
て
労
働
者
の
不
足
を
訴
え
て
い
る
ほ
ど
だ
。
資
本
主
義
諸
国
の
労
働
者
が
賃
銀

引
下
げ
、
労
働
強
化
、
租
税
及
び
関
税
の
引
下
げ
、
小
売
物
価
下
落
の
人
為
的
阻
止
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
い
わ

ゆ
る
社
会
政
策
費
さ
え
の
削
減
等
々
に
よ
っ
て
極
度
に
生
活
水
準
を
引
き
下
げ
ら
れ
、
わ
ず
か
に
職
に
あ
り
つ

い
て
い
る
者
さ
え
半
飢
餓
の
状
態
に
陥
り
、
た
め
に
労
働
者
は
ま
っ
た
く
生
産
の
た
め
の
熱
意
も
、
創
意
も
失

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
で
は
大
部
分
の
経
営
に
お
い
て
一
日
七
時
間
労
働
制
が
実
施
さ
れ
、

五
カ
年
計
画
の
最
初
の
二
カ
年
間
に
早
く
も
労
働
賃
銀
は
一
割
二
、
三
分
も
増
加
し
、
そ
の
他
社
会
保
険
及
び

福
祉
基
金
は
同
じ
二
カ
年
間
に
三
十
二
億
円
も
増
加
し
、
従
っ
て
労
働
者
は
非
常
な
意
気
と
覇
気
と
を
も
っ
て

労
働
に
従
事
し
、
驚
く
べ
き
創
造
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
農
村
に
つ
い
て
見
て
も
、
資
本
主
義
諸
国
で
は
一
般

経
済
恐
慌
と
結
び
つ
い
た
農
業
恐
慌
の
深
刻
化
の
た
め
、
農
産
物
価
格
の
激
落
に
反
し
て
、
肥
料
及
び
農
具
代
、

3



租
税
、
高
利
負
債
等
の
負
担
が
か
え
っ
て
相
対
的
に
ま
た
は
絶
対
的
に
さ
え
加
重
化
し
、
た
め
に
貧
小
農
は
も

ち
ろ
ん
中
農
ま
で
も
ま
っ
た
く
破
滅
に
瀕
し
、
餓
死
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
の
に
、
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
に
お
い
て

は
、
貧
農
ば
か
り
で
な
く
中
農
の
決
定
的
多
数
も
ま
た
共
同
経
営
に
参
加
し
、
勤
労
農
民
の
経
済
的
、
社
会
的

生
活
水
準
は
著
し
く
向
上
し
、
勤
労
農
民
の
圧
倒
的
多
数
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
積
極
的
な
支
持
者
と
な
っ

て
い
る
。

　
資
本
主
義
諸
国
と
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
と
の
こ
の
ま
っ
た
く
対
極
的
な
発
展
、
前
者
に
対
す
る
後
者
の
決
定
的
優

越
性
は
、
と
り
も
直
さ
ず
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
の
両
極
的
発
展
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

資
本
主
義
的
無
秩
序
経
済
体
制
に
対
す
る
社
会
主
義
的
計
画
経
済
体
制
の
争
う
余
地
な
き
優
越
性
を
証
拠
立
て

る
も
の
で
あ
る
が
、
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
の
社
会
主
義
的
建
設
の
か
よ
う
な
成
功
的
発
展
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

一
九
一
七
年
の
か
の
十
月
革
命
に
お
い
て
資
本
家
地
主
政
府
を
倒
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
実
現
し
、
資
本

家
地
主
が
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
の
労
働
者
農
民
を
搾
取
し
、
抑
圧
す
る
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
こ
と
に
よ
っ
て

始
め
て
可
能
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
の
社
会
主
義
建
設
の
輝
か
し
き
発
展
の
た
め
に
大
道
を
切
り
開
い
た
十
月
革
命
、
こ
の
人
類

史
上
最
も
偉
大
な
る
歴
史
的
事
変
た
る
十
月
革
命
の
幕
は
、
ツ
ァ
ー
の
専
制
を
打
破
し
、
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
に
歴

史
的
終
末
を
与
え
た
か
の
二
月
革
命
に
よ
っ
て
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
月
革
命
の
口
火
を

切
っ
た
も
の
こ
そ
は
、
外
な
ら
ぬ
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
（
今
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
の
婦
人
労
働
者
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
ツ
ァ
ー
の
専
制
下
に
一
切
の
政
治
的
、
社
会
的
権
利
を
奪
わ
れ
、
経
済
的
、
社
会
的
隷
従
を
強
い
ら
れ

4十月革命と婦人の解放



て
ま
っ
た
く
の
非
人
間
的
生
活
を
し
て
い
た
勤
労
婦
人
た
ち
は
、
さ
ら
に
第
一
次
帝
国
主
義
戦
争
に
よ
っ
て
親

や
夫
を
奪
わ
れ
、
過
酷
な
労
働
を
課
さ
れ
、
窮
乏
の
ド
ン
底
に
突
き
落
と
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
七
年
三
月
八

日
（
露
暦
二
月
二
十
三
日
）
つ
い
に
、
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
工
場
婦
人
労
働
者
た
ち
は
、
「
パ
ン
と
平
和
を
与

え
よ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
婦
人
デ
ー
、
デ
モ
を
決
行
し
、
闘
争
の
口
火
を
切
り
、
雄
々
し
く
も
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
の
序
曲
、
二
月
革
命
の
行
進
曲
を
奏
で
た
の
で
あ
っ
た
。

　
二
月
革
命
に
よ
っ
て
ツ
ァ
ー
ル
は
倒
れ
た
。
だ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
支
配
は
続
い
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
支
配
が
維
持
さ
れ
た
限
り
、
ツ
ァ
ー
ル
は
倒
れ
て
も
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
の
暴
虐
は
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
。
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
な
お
政
権
を
握
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
未
だ
自
ら
を
解
放
し
な
か
っ
た
限
り
、
一
切
の
被

抑
圧
民
衆
の
解
放
は
な
く
、
い
わ
ん
や
婦
人
の
解
放
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
二
月
革
命
の
諸
経
験
が
、
帝
国
主

義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
手
先
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
内
閣
の
諸
政
策
が
何
物
よ
り
も
雄
弁
に
そ
れ
を
立
証
し
た
。
ケ
レ
ン
ス

キ
ー
内
閣
は
、
「
パ
ン
と
平
和
と
を
与
え
」
得
な
か
っ
た
。
革
命
的
労
働
者
、
農
民
と
と
も
に
婦
人
労
働
者
及

び
農
村
勤
労
婦
人
も
ま
た
、
二
月
革
命
後
の
生
き
生
き
と
し
た
現
実
の
諸
体
験
と
、
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
の
積
極
的

宣
伝
、
扇
動
と
の
お
か
げ
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
勝
利
に
よ
っ
て
の
み
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
実
現
に
よ
っ

て
の
み
彼
女
た
ち
の
真
の
解
放
が
実
現
せ
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
次
第
に
ハ
ッ
キ
リ
と
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
二
月
革
命
の
火
蓋





を
切
っ
た
勤
労
婦
人
た
ち
は
、
十
月
革
命
に
お
い
て
は
も
っ
と
積
極
的
な
役
割
を
演
ず
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
の
多
く
は
、
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
積
極
的
な
味
方
と
し
て
、
炊
事
、
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看
護
、
通
信
連
絡
等
、
赤
衛
軍
の
後
方
陣
地
に
お
け
る
諸
活
動
の
一
切
を
負
担
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
女
た

ち
の
意
識
的
分
子
は
進
ん
で
第
一
線
に
立
っ
て
十
月
革
命
の
勝
利
の
た
め
に
絶
大
な
貢
献
を
し
た
。
そ
し
て
ま

た
彼
女
た
ち
は
、
い
っ
た
ん
獲
得
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
を
あ
く
ま
で
死
守
す
る
た
め
に
、
長
い
間
反
革
命

軍
や
帝
国
主
義
諸
外
国
の
重
囲
の
う
ち
に
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
耐
え
て
勇
敢
に
闘
い
、
つ
い
に
そ
れ
ら
を
撃
破
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
か
く
し
て
す
で
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
確
立
し
た
今
日
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
の
婦

人
た
ち
は
、
男
子
と
ま
っ
た
く
同
一
の
政
治
的
、
経
済
的
及
び
社
会
的
権
利
を
得
、
男
子
の
間
に
伍

し
て
社
会

主
義
建
設
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
の
事
業
の
一
事
は
、

文
字
通
り
勤
労
婦
人
の
力
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
に
お
い
て
は
、
十
月
革
命
に
よ
っ
て
、
男
子
と
女
子
と
の
間
に
お
け
る
政
治
上
、
法
律
上
及

び
社
会
上
の
一
切
の
不
平
等
は
撤
廃
さ
れ
た
。
「
婦
人
が
男
子
と
不
平
等
で
あ
る
と
い
う
瘍
跡






は
わ
が
ソ
ビ
エ

ト
・
ロ
シ
ア
の
法
律
に
は
少
し
も
残
っ
て
い
な
い
。
こ
と
に
賤



し
む
べ
き
、
下
劣
な
、
偽
善
的
な
結
婚
の
不
平

等
と
家
族
の
権
利
の
不
平
等
、
小
児
の
地
位
の
不
平
等
は
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
に
よ
っ
て
完
全
に
廃
絶
さ
れ
た
」

（
レ
ー
ニ
ン
）
。
だ
が
「
婦
人
を
完
全
に
解
放
し
、
そ
し
て
本
当
に
男
子
と
対
等
に
す
る
た
め
に
は
、
社
会
主

義
的
経
済
、
生
産
と
消
費
と
に
お
け
る
共
同
経
済
、
及
び
一
般
的
生
産
へ
の
婦
人
の
参
加
が
必
要
と
さ
れ
た
」

（
レ
ー
ニ
ン
）
。

　
資
本
主
義
の
発
達
と
と
も
に
婦
人
の
ま
す
ま
す
多
く
が
生
産
過
程
に
参
加
す
る
。
そ
れ
は
、
し
か
し
な
が
ら

ソ
ビ
エ
ト
同
盟
に
お
け
る
場
合
の
よ
う
に
、
婦
人
を
「
家
庭
奴
隷
」
か
ら
解
放
し
、
男
子
へ
の
寄
生
的
、
隷
属
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的
地
位
か
ら
解
放
し
て
、
彼
女
た
ち
を
独
立
の
社
会
人
と
し
て
男
子
と
同
等
の
地
位
に
お
い
て
社
会
的
生
産
に

参
加
せ
し
め
る
た
め
で
は
な
く
し
て
、
か
え
っ
て
資
本
主
義
的
搾
取
と
隷
属
と
を
、
従
っ
て
ま
た
婦
人
の
男
子

へ
の
隷
従
を
ま
す
ま
す
強
固
に
し
、
「
永
久
化
」
せ
ん
が
た
め
に
外
な
ら
ぬ
。
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、

婦
人
の
生
産
へ
の
参
加
は
そ
れ
だ
け
男
子
の
職
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、
男
子
の
賃
銀
を
女
子
の
水
準
に
ま
で
引

き
下
げ
、
一
般
的
労
働
条
件
を
ま
す
ま
す
悪
化
さ
せ
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
余
剰
価
値
を
搾
取
す
る
た
め
の

手
段
と
し
て
資
本
家
の
た
め
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
か
よ
う
に
し
て
親
や
夫
が
職
を
奪
わ
れ
ま
た
賃

銀
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
結
果
、
彼
女
た
ち
の
ま
す
ま
す
多
く
が
い
や
応
な
し
に
一
家
の
飢
餓
を
救
う
た
め
に
職

業
を
求
め
て
奴
隷
的
労
働
を
、
時
に
し
ば
し
ば
恥
ず
べ
き
醜
業
を
さ
え
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う

に
、
婦
人
の
一
般
的
生
産
過
程
へ
の
参
加
と
い
う
そ
れ
自
体
進
歩
的
な
、
婦
人
解
放
の
必
要
条
件
も
、
資
本
主

義
制
度
の
下
に
あ
っ
て
は
か
え
っ
て
婦
人
の
男
子
へ
の
隷
属
を
強
め
、
婦
人
の
み
な
ら
ず
全
勤
労
大
衆
を
ま
す

ま
す
無
慈
悲
に
資
本
の
支
配
下
に
屈
従
せ
し
め
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
何
ゆ
え
で
あ

る
か
？
　
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
一
切
の
生
産
手
段
は
男
子
に
、
な
か
ん
ず
く
資
本
家
及
び
地
主
に
属

し
、
全
勤
労
大
衆
と
と
も
に
婦
人
た
ち
の
大
部
分
は
ま
っ
た
く
生
産
手
段
の
所
有
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
婦
人
の
男
子
へ
の
隷
属
は
婦
人
の
生
産
的
労
働
か
ら
の
排
除
、
生
産
手
段
処
分
権
の
男
子
へ
の
集
中

と
と
も
に
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
過
程
は
、
同
時
に
主
要
生
産
手
段
の
ま
す
ま
す
多
く
の
部
分
が
ま
す
ま
す

少
数
者
の
掌
中
に
集
中
せ
ら
れ
、
直
接
生
産
に
従
事
す
る
者
の
大
部
分
が
生
産
手
段
の
所
有
か
ら
排
除
せ
ら
れ

る
歴
史
的
過
程
に
対
応
し
て
進
行
し
た
。

7



　
婦
人
の
男
子
へ
の
隷
属
は
、
資
本
と
土
地
所
有
と
へ
の
全
勤
労
大
衆
の
従
属
の
歴
史
的
進
行
過
程
に
お
け
る

必
然
的
所
産
に
外
な
ら
な
い
。
婦
人
の
解
放
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
資
本
と
大
土
地
所
有
と
の
支
配
に
歴
史
的
終






焉

を
与
え
て
、
一
切
の
生
産
手
段
を
直
接
生
産
に
従
事
す
る
全
勤
労
者
の
手
に
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
の

み
、
そ
し
て
ま
た
、
か
く
し
て
実
現
さ
れ
る
生
産
手
段
の
社
会
主
義
的
所
有
に
基
礎
を
置
く
社
会
的
生
産
に
男

子
同
様
彼
女
た
ち
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
始
め
て
実
現
し
得
る
の
で
あ
る
。
二
月
革
命
の

口
火
を
切
り
、
十
月
革
命
の
勝
利
の
た
め
に
積
極
的
に
参
加
し
た
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
の
、
姉
妹
た
ち
が
、
か
の
ツ

ァ
ー
リ
ズ
ム
の
支
配
下
に
あ
っ
て
は
世
界
の
「
文
明
国
」
の
婦
人
中
で
も
最
も
無
権
利
で
あ
り
、
最
も
後
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
下
に
あ
っ
て
は
、
男
子
と
ま
っ
た
く
同
一
の
政
治
的
、

社
会
的
な
ら
び
に
経
済
的
権
利
を
享
得
し
て
社
会
主
義
建
設
の
歴
史
的
事
業
に
積
極
的
に
協
力
し
、
男
子
と
肩

を
並
べ
て
非
常
な
熱
意
と
創
意
と
を
発
揮
し
て
い
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
女
人
芸
術
』
一
九
三
一
年
十
月
号
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
野
呂
栄
太
郎
全
集
　
下
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1994
（
平
成6

）
年12

月5

日
初
版
発
行

初
出
：
「
女
人
芸
術
」

　
　
　1931

（
昭
和6
）
年10

月
号

※
初
出
の
伏
せ
字
は
、
底
本
で
は
編
集
部
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
、
当
該
の
箇
所
に
は
×
が
傍
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
底
本
で
は
、
表
題
「
十
月
革
命
と
婦
人
の
解
放
」
の
「
革
命
」
に
も
×
が
傍
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
力
：
山
田
剛

校
正
：
川
向
直
樹

2004

年6

月27

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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野呂栄太郎
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